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各キャンパス，⼟地・建物の緒元，⼤学沿⾰

キャンパスマップ

井ヶ⾕団地全景，2014年度〜2023年度に完成した事業と現在予定の事業

教育未来館

美術第⼀実習棟，美術第⼆実習棟（現 美術・技術実習棟）

教育交流館

ＡＵＥスクエア

附属図書館

ＡＵＥセミナーハウス

次世代教育イノベーション棟

教育・⼈⽂棟

国際教育棟

⾃然科学棟・共同演習棟

美術・技術・家政棟

保健体育棟，養護・幼児棟

（⼤幸）附属幼稚園園舎

⾳楽棟

特別⽀援教育棟

井ヶ⾕団地 ユニバーサルデザイン整備状況
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各キャンパス，⼟地・建物の緒元，⼤学沿⾰
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キャンパスマップ
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⾃然科学棟･共同演習棟
美術･技術･家政棟

美術･技術実習棟

04

⾳楽棟養護･幼児棟
保健体育棟

第⼀共通棟
教育⽀援棟Ⅰ

教育⽀援棟Ⅱ
附属図書館

第⼆共通棟

教育交流館
教育･⼈⽂棟

教育未来館

本部棟

講堂

国際教育棟 ⼤学会館
特別⽀援教育棟
次世代教育ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ棟

屋内体育施設

屋内体育施設 学⽣寮

附属⾼等学校

井ヶ⾕団地全景，2014年度〜2023年度に完成した事業と現在予定の事業

整備建物年度

①教育未来館
②美術・技術実習棟

2014

③教育交流館・AUEスクエア2015

④附属図書館2017

⑤AUEセミナーハウス2018

⑥教育・⼈⽂棟
⑦次世代教育イノベーション棟
⑧国際教育棟

2019

⑨⾃然科学棟，共同演習棟
⑩美術・技術・家政棟
⑪保健体育棟
⑫養護・幼児棟
・(⼤幸)附属幼稚園園舎

2021

⑬⾳楽棟2022

⑭特別⽀援教育棟2023

⑮教育⽀援棟Ⅰ,第⼆共通棟
⑯⼤学会館
⑰体育施設(第⼀，第⼆体育館他)

2025〜
(予定)

⑱第⼀共通棟（2005年度）
⑲武道場（2013年度）
⑳学⽣寮（2011〜2015年度）

整備済

2014年度〜2023年度
主な施設整備⼀覧と実施予定事業

①
⑥
④

③ ⑨
⑩ ②

⑬⑫
⑪

⑲

⑱
⑮

⑳

⑤

⑦

⑭⑧

︓新築 ︓全⾯改修 ︓改修予定 ︓整備済

Ｎ

⑰

⑯
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土中・地下ピットに設けた
エアダクトによる熱負荷低減
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美術第⼀実習棟，美術第⼆実習棟（現 美術・技術実習棟）



07

南北を繋ぐパサージュ
を新しく整備し，屋外
パブリックスペースの
活性化を図った。

自律的・自発的な学修を促す
ラーニングコモンズを整備。
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⾃然科学棟，共同演習棟
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美術・技術・家政棟
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Before After

2022年1月完成
延床面積：4,286㎡

築後約50年と老朽化が経過した本
建物を全面的にリノベーションし，
本学の美術教育，技術教育，家政教
育の専門教育にかかる実習室の高度
化を行った。実習室は集約を図り共
同利用スペースを確保，現教員数に
合わせた「教員研究室」並びに「専
門領域実習室」，スペースチャージ
等に活用する「プロジェクトスペー
ス」を整備。学生の学修環境の充実
を図るため，各階に「ラ ーニング
コモンズ」と 1 階に企画展など多
目的に活用できる「地域貢献ギャラ
リー」を整備した。
隣接する美術・技術実習棟との関

連性を深め，ウッドデッキにて屋外
で一体的に接続した。

Floor Plan

1F

2F

3F

4F
実験実習室 調理実習室

リフレッシュルーム

教員研究室

ラーニングコモンズ
（地域貢献ギャラリー）

ゆとりのあるレイアウトとなる調理室と調理準備
室をパススルー冷蔵庫で一体化し、作業動線の効
率化、調理物を廊下を通さずに移動することで、
「食」の安全性を最優先した。

実習室は、換気対策を優先し、換気がしやすい連
装の引違い戸を採用。網目の細かいステンレス製
の網戸を採用し、害虫対策など衛生面にも配慮。

本建物は隣接する共同演
習棟と比べ奥まっており，
改修前のエントランスは
薄暗いイメージであった。
改修後は正面が分かり易
いデザインとし，木々の
多い本学を象徴するアー
スカラーを多く使用して，
アクセントカラーを緑と
することで周辺環境との
調和を図った。



保健体育棟，養護・幼児棟
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Before After

2022年3月完成

延床面積：1,176㎡（保健体育棟）

2,248㎡（養護･幼児棟）

築後約50年と老朽化が経過した中

小規模の建物群(保健体育棟，養護･

幼児棟(旧養護教育１･２号棟))を全

面的にリノベーションし，本学の養

護教育，幼児教育，保健体育教育の

専門教育にかかる実習室の高度化を

行った。実習室は集約を図り共同利

用スペースを確保，現教員数に合わ

せた「教員研究室」並びに「専門領

域実習室」，スペースチャージ等に

活用する「プロジェクトスペース」

を整備した。

養護・幼児棟は木製ルーバーの

シェードを建物間に整備，建物の関

連性を深めて一体的な接続とした。

Floor Plan

保健体育棟

養護･幼児棟

1F

2F

3F

多目的スタジオ

教員研究室

ﾘﾌﾚｯｼｭｽﾍﾟｰｽ

共同講習室

共用部

シェード

専門実習室

共同教材開発室

講義を主に，運動のエ
クササイズも行えるス
タジオ仕様とした多目
的スタジオ

これまでの別棟を一体と
して使用することから、
木製のルーバーで設えら
れ、来訪する人を受け入
れるデザインとした共通
のエントランス

保健室を模した空間を作
ることができる養護活動
実習室・学校保健実習室

居室間仕切りはガ
ラスとし，共用部
からの視認性を確
保して解放感を出
している

廊下突き当りの講
義室は、多くの学
生を収容でき自由
度が高い



（⼤幸）附属幼稚園園舎
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Before After

layout Plan

園舎（西棟）

多目的室

保健室

保育室

遊戯室

既存棟の遊戯室は空間の広さを活かして
リノベーション。補助暖房で温水式ヒー
ターパネルを設置して，柔らかい暖かさ
を園児に提供できるようにした。

狭隘で既存棟を共用しながら使用していた
多目的室(会議，研究用)や保健室を常設。

狭隘であった既存棟の改修に合わせて園
舎(西棟)を新築し，園児や教員の日常環
境を改善。また密の回避にも貢献できて
衛生環境も向上した。

既存棟の保育室(６部屋)は空間の広さを
活かしつつ園児の日常的環境を大幅に改
善。木材を多用して木の温もりを提供し，
天井面の照明配置を工夫して園児の気付
きや思想の多様性を促した。

2022年3月完成

延床面積：559㎡（北棟）

323㎡（南棟）

156㎡（西棟）

本学附属幼稚園は大正14年創設以

来，幼児教育の実践研究を行い愛知

県の幼児教育関係者に向け情報発信

しつつ，「地域のモデル園」として

公開保育や研究協議会等を積極的に

開催してきた。建物は経年４４年と

老朽化が進み，改訂版「幼稚園教育

要領」や「幼稚園施設整備指針」に

対応した地域のモデル園としての役

割を果たすため，全体的にリノベー

ションを図るとともに西棟を増築し，

教育研究環境を大幅に改善した。

また屋外は建物群を一体的に運用

し屋外での園児の活動をサポートす

るための大屋根を新設し，イメージ

アップも図った。



⾳楽棟
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2023年3月完成

延床面積：2,101㎡

築後約50年と老朽化が経過した本
建物を全面的にリノベーションし，
本学の音楽教育にかかる実習の高度
化を図った。１階の実習室は集約化
し共同利用スペースを建物中央に確
保，演奏室はコンサートホールを模
していてこの建物の象徴となり，内
装の木質化により温もりが感じられ
る音響空間となった。建物玄関（エ
ントランスラウンジ）の天井は
ヴォールトとして西洋建築物を模す
ことで高貴な芸術性を醸し，音楽へ
の探求を誘っている。中庭はエント
ランスラウンジと一体的空間とし，
建具を全面開放して屋外演奏会が実
施できる。２階の教員研究室と実習
室(レッスン室)は交互に配置するこ
とで実習の効果を最大化できるよう
にした。

2022

Floor Plan

2F

1F

Before After

演奏室

中庭

ホール

専門実習室
(１階)

専門実習室
(２階)

正面玄関の庇裏の赤色は創造科学系のテーマ
カラーであり，音楽における「情熱」や「叙
情」を連想させている。また壁面は古代音楽
譜を模したタイル調で，既存壁面を保存した。

正面玄関

外部と合わせたデッキが玄関ホー
ルから中庭へと続き、建具を全開
放することで、外と中での連続性
をつくっている。中庭には、柔ら
かな光を放つベンチを設け、開放
感のある生徒の憩いの場として活
用できる。

ふわふわとリズムを刻むような天井は、柔らかな
間接照明をおとし、玄関ホールを包み込む。
玄関ホールから各諸室へはスロープを設け、バリ
アフリーに配慮。エレベーターを新設し、上下階
の移動も円滑に行えるようになった。

内装の木質化と間接照明の計画により、木の温も
りが感じられるあたたかな空間になった。
舞台照明及び一般照明を改修し、演奏室利用と教
室利用のどちらも行える設えとなっている。
内装は天井・壁の傾斜により反響を調整すること
で演奏室として必要な音響性能を確保した。

フロア計画は，１階を木調として
柔らかなイメージに包まれる空間，
２階をモノクロ調として現代的か
つ集中を得られる空間としている。



特別⽀援教育棟
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2024年2月完成

延床面積：1,919㎡

築後約50年と老朽化が経過した本建物
を全面的にリノベーションし，本学の特
別支援教育にかかる実習の高度化及び発
達支援相談の環境改善を図った。本建物
として求められる大前提のバリアフリー
化を大幅に実現。各所に点在し機能強化
の妨げとなっていた実習室、研究室は
各々集約化し、改修整備により教育研究
環境を大幅に改善。１階にはガラスを多
用したアクティブラーニングスペースを
新設して学生の自発的な学修と憩いのス
ペースを創出した。ここからは屋外に通
じる動線を整備し、屋外には人工芝と
ウッドデッキによるパブリックスペース
を創造した。発達支援相談に係るスペー
ス(プレイルーム)は空調を整備し環境を
改善。また中庭にあったプールは人工芝
化と水場も用意して全気候に対応、カウ
ンセリングの子ども達が安全に活動でき
る空間を実現した。

2023

Floor Plan

Before After

１階のみにあった大人数を収納できる
実習室を各階に整備。壁面はホワイト
ボードペイントを施し、多種多様な学
習の在り方に対応できる設えとした。

共同実習室
(１～３階)

研究室のうち３室を「バリアフリー研
究室」として整備。視覚等にハンディ
キャップを持つ教員が制約なく研究で
きる環境を整備した。

アクティブラーニングスペースはス
ペースの再配置により整備を実現。建
物ユーザーから要望のあった学生の自
発的学習を促すスペースを確保できた。

アクティブラーニングスペースから通
じる屋外環境(テラス)を整備。ウッド
デッキや人口芝で建物外に立ち入れる
スペースを創出し、本建物には無かっ
た解放感のある憩いの場を創出した。

プレイルームは大空間そのままに
空調を整備し、教育や発達支援相
談に係る環境を大幅に改善。

中庭のプールは人工芝化し水
場も整備。発達支援相談等で
訪れた子ども達が安全に活動
できる空間とした。

バリアフリー
研究室

アクティブラー
ニングスペース

プレイルーム

中庭

屋外テラス



井ヶ⾕団地 ユニバーサルデザイン整備状況
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国立大学法人

愛知教育大学
Aichi University of Education

BUILDING RENOVATION AND
NEW CONSTRUCTION REPORT

2014-2023

Data

延床面積：3,054.98 ㎡

構　　造：鉄筋コンクリート造 (3F)

設計期間：H25 年 4 月～ H25 年 7 月

工事期間：H25 年 9 月～ H26 年 8 月

〒448-8542 愛知県刈谷市井ケ谷町広沢 1

http://www.aichi-edu.ac.jp

TEL:0566-26-2153

2024 年 4 月発行 企画･編集：施設課

完成建物の紹介

https://www.aichi-edu.ac.jp/intro/facilities/tatemono.html

BUILDING
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